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No.1 な一年に
ワ

ン！！

わくわくランドで行われた犬張り子の絵付け体験。

参加者は２０１８年に願いを込め、オリジナルの

お正月飾りを作成しました。

2018 年スタート ! !
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新年のごあいさつ

新地町長　

加藤　憲郎

時代の変化をとらえ

町民との対話を大切に

は
、
町
が
交
流
セ
ン
タ
ー
、
複
合
商
業
施
設
を
、
民

間
活
力
で
は
温
浴
施
設
、
ホ
テ
ル
の
建
設
が
予
定
さ

れ
、
駅
前
周
辺
は
大
い
に
賑
わ
っ
て
く
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
馬
港
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
で
は
、
本
年
３
月
の

操
業
開
始
に
向
け
て
各
種
試
験
運
転
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
町
で
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
か
ら
の
天
然
ガ
ス
を

活
用
し
た
地
産
地
消
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
核
と
し

た
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
と
そ
れ
を
運
営
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
サ
ー
ビ
ス
会
社
の
設
立
に
よ
り
、
本
年
末
に
は
駅

周
辺
の
そ
れ
ら
施
設
へ
随
時
供
給
さ
れ
る
予
定
で

す
。　

　

さ
ら
に
、
町
民
生
活
向
上
の
要
と
な
る
教
育
、
福

祉
、
生
活
環
境
整
備
な
ど
の
施
策
に
つ
い
て
も
停
滞

す
る
こ
と
な
く
取
り
組
み
、
時
代
の
変
化
を
的
確
に

と
ら
え
、
町
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
大
切
に
し
て
開

か
れ
た
町
政
に
行
政
の
責
任
者
と
し
て
総
力
を
注
い

で
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
新
し
い
年

が
健
や
か
で
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
30
年
の
輝
か
し
い
新
春

を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
未
来
を
見
据
え
た
復

興
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
町
民
の
皆
様
を
は

じ
め
、
各
自
治
体
お
よ
び
各
企
業
等
の
皆
様
か
ら
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
進
め
て
参
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
復
興
・
再
生
は
着
実
に
前
進
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
更
な
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
は
、「
新
地
町
第
５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
」「
新
地
町
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
の
も
と
、
平

成
32
年
の
将
来
目
標
人
口
を
８
，
７
０
０
人
と
掲
げ

た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
の
人
口

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
常
磐
自
動
車
道
の
全
線
開

通
、
さ
ら
に
は
待
ち
望
ん
だ
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
も
再
開
通

し
た
こ
と
で
公
共
交
通
網
が
整
い
、
町
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
利
便
性
が
向
上
し
、
震
災
復
興
に
伴
う
産
業
立

地
や
、交
流
人
口
の
増
大
も
期
待
さ
れ
、新
し
い
「
し

ん
ち
」
の
姿
に
向
か
っ
て
い
る
も
の
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

本
年
は
、
町
の
玄
関
口
と
な
る
新
地
駅
前
西
側
に
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平成 30年

新地町議会議長　

菊地　正文

復興から

新たなステージへ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち

た
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
未
曽
有
の
大
災
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
以
降
、
本
町
で
は
、
平
成
24
年
１
月
に
策
定

さ
れ
た
第
１
次
新
地
町
復
興
計
画
に
基
づ
き
、
地
域

の
復
旧
・
復
興
に
総
力
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

最
優
先
に
取
り
組
ん
だ
「
す
ま
い
再
建
」
や
、
津
波

浸
水
区
域
の
「
イ
ン
フ
ラ
復
興
」
の
見
通
し
が
立
ち

始
め
た
平
成
27
年
６
月
に
は
、
第
２
次
新
地
町
復
興

計
画
が
策
定
さ
れ
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
絆
」、「
仕
事
・

な
り
わ
い
」
な
ど
、
新
し
い
新
地
町
の
復
興
の
姿
を

見
据
え
、
様
々
な
事
業
が
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

新
た
な
ま
ち
の
拠
点
と
し
て
進
め
て
き
た
新
地
駅

周
辺
の
市
街
地
整
備
事
業
で
は
、
今
年
、
交
流
セ
ン

タ
ー
、
複
合
商
業
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
が

予
定
さ
れ
、
ホ
テ
ル
、
温
浴
施
設
な
ど
の
計
画
も
進

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
相
馬
港
４
号
埠
頭
で
進
め
ら

れ
て
い
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
受
入
れ
基
地
建
設
計
画
で
は
、

昨
年
12
月
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
第
１
船
が
入
港
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る
第
５
次
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
は
、
平
成
30
年
度
が
計
画
の
中
間
年
で

す
。
５
年
の
計
画
期
間
中
に
人
口
を
約
４
８
０
人
増

や
す
と
し
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
容

易
で
は
な
い
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

復
興
か
ら
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
対
応
し
た
取
り
組
み

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、
震
災
と
復

興
で
得
ら
れ
た
経
験
や
教
訓
を
活
か
し
つ
つ
、
石
炭

や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
な
ど
の
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
常
磐
自
動
車

道
・
相
馬
福
島
道
路
の
効
果
を
産
業
振
興
に
結
び
つ

け
る
一
方
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
多
様
な
住
ま
い

の
提
供
、
地
域
連
携
道
路
の
整
備
な
ど
、
生
活
に
密

着
す
る
行
政
を
着
実
に
進
め
て
行
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
原
子
力
災
害
に
よ
る
風
評
被
害
は
、当
地
方
に
、

依
然
と
し
て
影
を
落
と
し
て
お
り
、
特
に
、
農
業
、

漁
業
な
ど
の
第
１
次
産
業
へ
の
影
響
は
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
切
れ
目
の

な
い
被
災
者
支
援
に
配
慮
す
る
と
共
に
、
海
・
里
・

山
の
恵
ま
れ
た
資
源
を
活
か
し
、
多
く
の
方
が
訪
問

し
、
多
く
の
方
が
移
り
住
み
、
そ
し
て
、
い
つ
ま
で

も
住
み
続
け
た
い
町
と
な
る
よ
う
、
今
年
も
議
員
一

丸
と
な
り
、
復
興
の
総
仕
上
げ
と
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
に
参
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
感
染
予
防
対
策
を
！

「
手
洗
い
」「
マ
ス
ク
着
用
」「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
す
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
流

行
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
を
体
内
に
侵
入
さ

せ
な
い
こ
と
や
周
囲
に
う
つ
さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
「
か
か

ら
な
い
」「
う
つ
さ
な
い
」
対
策
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
普
通
の

風
邪
は
異
な
り
、
突
然
38
度
以

上
の
高
熱
や
関
節
痛
、
筋
肉
痛

な
ど
の
「
全
身
症
状
」
が
強
く

現
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
体
内

に
入
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
起

こ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
ウ
イ
ル
ス
に
は
Ａ
型
、Ｂ
型
、

Ｃ
型
と
呼
ば
れ
る
３
つ
の
型
が

あ
り
、
そ
の
年
に
よ
っ
て
流
行

す
る
ウ
イ
ル
ス
が
違
い
ま
す
。

特
に
Ａ
型
と
Ｂ
型
の
感
染
力
が

と
て
も
強
く
、
日
本
で
は
お
よ

そ
10
人
に
１
人
が
感
染
し
て
い

ま
す
。

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら

　
　
　

身
を
守
る
た
め
に
は
？

①
正
し
い
手
洗
い
（
石
け
ん
で

の
手
洗
い
や
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
。）

②
普
段
の
健
康
管
理
（
十
分
な

睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
で
免
疫
力
を
高
め
ま
し
ょ

う
。）

③
予
防
接
種
を
受
け
る
（
予
防

接
種
を
す
る
こ
と
で
発
症
の
可

能
性
を
減
ら
し
、
も
し
発
症
し

インフルエンザ 風邪

症状

38 度以上の発熱 発熱

全身症状
（頭痛、関節痛、筋肉痛）

局所症状（のどの痛み、鼻
水、くしゃみ、咳など）

局所症状（のどの痛み、鼻
水、くしゃみ、咳など）

流行

の

時期

急激に発症 比較的ゆっくり発症

12 月～３月（４月、５月
まで散発的に続くことも）

年間を通じて。季節の変わ
り目や疲れているときなど

て
も
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。）

④
適
度
な
湿
度
を
保
つ
（
空
気

が
乾
燥
す
る
と
、
の
ど
の
粘
膜

の
防
御
機
能
が
低
下
し
ま
す
。

加
湿
器
な
ど
を
使
用
し
て
十
分

な
湿
度
50
％
～
60
％
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。）

⑤
人
込
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出

を
控
え
る
（
感
染
経
路
を
絶
ち

感
染
リ
ス
ク
の
低
下
に
つ
な
が

り
ま
す
。）

○「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
？
」

　
　
　
　
　
　
　

と
思
っ
た
ら

①
早
め
に
医
療
機
関
へ
（
38
度

以
上
の
熱
が
出
て
、
咳
や
の
ど

の
痛
み
、
全
身
の
倦
怠
感
が
伴

う
と
き
は
、
早
め
に
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。）

②
安
静
に
す
る

③
水
分
補
給

④
薬
は
医
師
の
指
示
に
従
っ
て

正
し
く
服
用

○
他
の
人
に

　

う
つ
さ
な
い
た
め
に
は
？

①
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

②
人
込
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出

を
控
え
る

③
家
族
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に

感
染
者
を
別
室
に
隔
離
し
て
他

の
家
族
と
の
接
触
を
避
け
る
、

ま
た
マ
ス
ク
の
着
用
や
部
屋
の

換
気
、
感
染
者
が
触
れ
る
部
分

の
洗
浄
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な

ど
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
自
分
で
水
が
飲
め
な
い
、
意

識
状
態
が
お
か
し
い
場
合
は
、

す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ

う
！

感
染
予
防
す
る
こ
と
で
重
症
化

や
感
染
拡
大
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
併
せ
て
救
急

車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

相
馬
地
方
広
域
消
防
相
馬
消
防

署
新
地
分
署

　
　
　
　
　
（
☎
�
２
１
１
７
）
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国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役

世代みんなで支えようという考え方で作られた仕組みです。

具体的には、若いときに公的年金に加入し、保険料を納め続け

ることで、年をとったときや、病気やケガで障害が残ったとき、

家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができ

る制度です。

将来の大きな支えになります
国民年金は 20 歳から 60 歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。

国が責任をもって運営するため、年金の給付は生涯にわたって保障されます。

老後のためだけのものではありません
国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。

障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は、加入者が死亡し

た場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

「学生納付特例制度」
学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付

が猶予される制度です。

対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、

専修学校および各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する

方です。

「若年者納付猶予制度」
学生でない 50 歳未満の方で、ご本人および配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料

の納付が猶予される制度です。

新成人のみなさんへ

20 歳になったら国民年金

国民年金のポイント

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」

◎問い合わせ　相馬年金事務所国民年金課（☎㊱５１７２）

　　　　　　　新地町役場健康福祉課（☎�２９３１）
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■
路
上
駐
車
が
あ
る
と
除
雪
で
き
ま
せ
ん

　
『
路
上
駐
車
』
は
除
雪

作
業
の
妨
げ
に
な
り
ま

す
。
作
業
効
率
の
低
下

や
地
域
全
体
の
迷
惑
と

な
る
の
で
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

■
除
雪
車
に
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

除
雪
車
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
大
事
故
に
な
り

ま
す
。
作
業
中
の
安
全
に
は
十
分
配
慮
し
ま
す

が
、
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

■
道
路
へ
雪
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

き
れ
い
に
除
雪
し
た
道

路
に
雪
を
捨
て
る
と
、
凍

結
や
不
安
定
な
走
行
、
交

通
事
故
の
原
因
と
な
る
の

で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。
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冬到来！！冬到来！！冬到来！！

除雪 にご協力ください

　今年も冬の季節が到来しました。町では国・県・警察及び関係機関

と連絡を取りながら除雪作業を行い、積雪時の交通対策につとめてい

ます。

　除雪作業を安全かつスムーズに行うためにご協力をお願いします。

◎
問
い
合
わ
せ

◇
国
道
６
号

磐
城
国
道
事
務
所
原
町
維
持
出
張
所
（
☎
㉒
２
５
３
０
）

◇
国
道
１
１
３
号
・
県
道

福
島
県
相
双
建
設
事
務
所
（
☎
㉖
１
２
２
１
）

◇
町
道

新
地
町
役
場
建
設
課 （
☎
�
２
１
１
４
）

　

町
民
の
皆
さ
ま
へ
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SHINCHI
HIGH SCHOOL  

新地高校

全国高校生歴史フォーラム学長賞を受賞！

　全国高校生歴史フォーラムが昨年 11 月 18 日に奈良大学で行わ
れ、「新地町に残る大津波の伝承の研究」を発表した高橋みきさん
と小賀坂美咲さんが学長賞を受賞しました。大津波の研究は「おも
ひの木プロジェクト」の地理歴史班が担当し、新地町には過去七回
の大津波があったと見られるが伝承が残っておらず、多くの町民は
津波が来ることを想定していなかった原因を分析し、現在と未来の
人々の命を守る取り組みを提案しました。

小賀坂美咲（新地高１年）

町の歴史は私たち住民の歴史であり、新地町
民の皆さんと共に幸福に向かって努力しなけ
ればならないのだと改めて思いました。

高橋みき（新地高３年）

震災の歴史を語り伝える石碑の建立などを学校
全体で取り組むことを目標に挙げました。私は
３年生ですが今後は後輩達に活動を託して行き
たいと思います。

わくわく♥バレンタイン
開催日時　２月 12 日㈪　10 時 30 分～ 12 時

　　　　　　　　　　　   13 時 30 分～ 15 時

開催場所　わくわくランドふれあいキッチン

内容　アイシングクッキー作り

粉砂糖に卵白等を加えて練った「アイシング」を使ってクッ

キーに絵やメッセージを描いたりデコレーションをします。

定員　各回６組

参加対象　５歳から小学生の親子

※１組３名まで（保護者１名につきお子様２名まで）

持ち物　エプロン、髪を束ねるもの（三角巾、ヘアゴムなど）

講師　瀨庭 千明 氏（ＪＳＡアイシングクッキー認定講師）

参加料　無料

募集方法　わくわくランド館内インフォメーションにて受付

※電話受付不可
※応募多数の場合は抽選とし、当選者には２月７日㈬頃まで
に【案内状】を郵送します。（落選者への通知は行いません）
※ご応募いただいたお客様の個人情報は、厳正かつ適正に管
理し、本イベント以外の目的には使用しません。
※天候の状況により 2 月 18 日に延期する場合があります。
◎問い合わせ　相馬共同火力発電株式会社

　　　　　　　新地発電所　わくわくランド（☎�４７２２）

わくわくランドイベント情報

干支のお正月飾り！絵付け体験

　来年の干支にちなみ「犬張り

子」の絵付け体験が 12 月 10

日、わくわくランドで開催され

町内外から多くの方が参加しま

した。参加した子供たちはお父

さんやお母さんと一緒に、モー

ルなどで飾り付けをしたオリジ

ナルの犬張り子に仕上げ、お正

月の準備を進めました。

（表紙関連記事）
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まちの話題

イブ演奏や寄付金

歳体操で楽しく健康に

歳の誕生日を迎える

Ｇぷんだりーか

いきいき百歳体操交流会

加藤キミイさん

ラ

百

百

　東日本大震災以降、継続的に支援いただいている名
古屋の坊さんバンド「Ｇぷんだりーか」が 11 月 30 日、
駒ケ嶺小学校でライブ演奏を行いました。
　新地町の復興を応援した曲「まごころ～こころまち」
など４曲の演奏を披露し、子どもたちは手拍子をした
り、一緒に歌ったりして盛り上がりました。
　また、町役場にも来庁し、震災復興の寄付金を佐藤
副町長へ手渡しました。

　各地区のいきいき百歳体操のグループなどが集う第３
回新地町いきいき百歳体操交流会が 12 月１日、農村環
境改善センターで開かれました。
　交流会では、百歳体操の効率的な実施方法や地域づく
りの講演や、90 歳以上で体操を続けている方への表彰
などが行われました。
　また、参加者全員で百歳体操を行い交流を深めました。
表彰を受けた方は以下の通りです。
佐藤タケ子（大山田）　　加藤　智一（下真弓）
宇佐見　昭（下真弓）　　西原　　健（杉目）
西原ミサヨ（杉目）　　　伊藤　レイ（小川）
阿部ノブ子（駒ケ嶺町）

　百歳の誕生日を迎えた加藤キミイさんの
賀寿贈呈式が 11 月 28 日、自宅で行われま
した。
　式では、飯沼秀敏相双保健福祉事務所長、
加藤町長、八巻孝町議会産業厚生常任委員
長、水戸町老人クラブ連合会会長から賀寿、
記念品、敬老祝い金、花束が贈られ、加藤
さんの長寿を祝福しました。

敬称略
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SHINCHI TOWN NEWS

の教育振興へ寄付
株式会社ＡＤＥＫＡ町

　株式会社ＡＤＥＫＡ相馬工場とＡＤＥＫＡ労働組
合相馬分会から 12 月６日、町へ寄付をいただきま
した。
　吉永雄一郎工場長、田母神誠相馬分会長が町役場
を訪れ、寄付金を加藤町長に手渡しました。
　寄付金は教育振興に充てられます。

ちづくりについて懇談
復興まちづくり懇談会ま

　復興まちづくり懇談会が 12 月 15 日、農村環境改
善センターで開かれました。
　行政と町民のみなさんが、町政などについて意見
を交わすことを目的に毎年行っているものです。
　懇談会には約１１０人が参加し、復興事業や新地
駅周辺のまちづくりなどの説明後、より良い新地町
への意見交換を行いました。

いしょー !! 声援響く！
もちつき会

よ
　保育所のもちつき会が各保育所で行われ
ました。
新地保育所では、保護者が杵と臼でお餅を
つく周りで子どもたちの「頑張れ－！」や

「よいしょー！」などのかけ声が響き渡りま
した。
　お昼にはつきたてのお餅をあんこ餅やき
なこ餅、お雑煮にして頬張りました。

手の活躍に期待
スポーツ激励金交付式選

　町では、各種大会へ出場する個人・
団体に文化スポーツ激励金を交付し、
大会での健闘を祈りました。12 月 11
日に行われたスポーツ激励金の交付を
受けた団体・個人は次の通りです。

◯脇坂晃生選手・荒翔大選手・小野恭輔選手（新地ファイターズ）
　【第 20 回諸羅山盃軟式少年国際棒球（野球）大会】
◯鈴木翔太選手・森謙志郎選手（相馬高校バレー部）
　【第 70 回全日本バレーボール高等学校選手権大会】
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図書館へ行こう
＝新着本・ＣＤ・ＤＶＤのご案内＝

Let's go to Library

仙台、酒田、盛岡、秋田、む
つ、函館…北への旅で出会っ
た人々、そして、ときどき
麵。自然を愛し、人の営みを
愛おしく見つめるシーナさん
のフォトエッセイ。

現存する日本最古の歴史書「古
事記」。天地の始まりから、７
世紀の推古天皇の時代までの
歴 史 を 記 し た 全 3 巻 の う ち、
上巻に綴られている神話の部
分を絵物語としてまとめる。

カエルであることがイヤなカ
エル。ぬれてるし、ヌルヌル
してるし、ムシばっかり食べ
てるし。それよりも、もっと
かわいくて、フサフサの動物
になりたいのです…。読み聞
かせが楽しいユーモア絵本。

伊達三傑の一人とも数えられる
男・伊達成実。だが文禄の役から
帰参した後、生涯をともにすると
約した政宗のもとを離れ、謎の出
奔をする。そこに秘められた意図
とは ? 戦国末期を政宗とともに駆
け抜けた男の生き様を描く。

◎一般書

『龍の右目 伊達成実伝』　　　　　　　    吉川 永青

『北の空と雲と』　　　　　　　　　　　　椎名 誠

『次の突き当たりをまっすぐ』　  いしわたり 淳治
『おらおらでひとりいぐも』　　　　  若竹 千佐子
『ファミリーデイズ』　　　　　　　  瀬尾 まいこ
『98 歳 今が一番幸せ』　　　　　　　平川 美輪子
『専業主婦は 2 億円損をする』
『農家が教えるもち百珍』
『子どもに食べさせたいすこやかごはん』
『弁護士は BAR にいる 悩める社長の法律トラブル対策』

◎児童書

『絵物語 古事記』　　　　　　　　　　    富安 陽子

『オレ、カエルやめるや』　　　　　　デヴ ペティ

『ええたまいっちょう !』　　　くすのき しげのり
『ひょうたんめん』　　　　　　　　　  神沢 利子
『サンカクさん』　　　　　   ジョン・クラッセン
『かいけつゾロリのちていたんけん』　  原 ゆたか
『ソーリ !』　　　　　　　　　　　　　濱野 京子
『パイロットのたまご』
『仮面ライダー大図鑑 DX』
『ゆめはまんが家 ! おしごとのおはなし』
『種子島ロケット打ち上げ 組み立てから飛びたつ

まで』
『コんガらガっちどしんどしんちょこちょこすす

め ! の本』
● CD

『Finally』　　　　　　　　　　　　  安室 奈美恵
『LOVE it』　　　　　　　　　　　　　  西野 カナ
『BOOTLEG』　　　　　　　　　　　　  米津 玄師
『みんなだいすき 日本の昔話うた』

● DVD
『アメイジング・スパイダーマン 2』
『カンフー・パンダ３』
『新・恐竜大進撃』

図書館カレンダー（１月）
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 2/1 2 3

■は休館日

スマートフォン用
ＱＲコード

１月の読み聞かせ会
日時　１/20 ㈯　11 時～

　図書館ボランティア「スイミー」のみなさん
による絵本の読み聞かせなどを行います。

《展示コーナー》
　季節の行事展『成人の日』1 月 5 日㈮～ 28 日㈰
人生・生き方など、二十歳を迎えた方や大人に読んで欲
しい本を集めました。
　『年間ベストセラー』1 月 6 日㈯～ 2 月 4 日㈰
  2017 年に人気のあった本を展示・貸出します。
　『第 11 回諸流合同いけばな展』1 月 27 日㈯～ 28 日㈰
　生涯学習フェスティバルの中で、生け花の作品展示と、
花や生け花に関する本を展示・貸出します。
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１月

保育所から
こんにちは
新地保育所

新
地
保
育
所

　

18
日　

育
児
相
談

福
田
保
育
所

　

19
日　

育
児
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談

駒
ケ
嶺
保
育
所

　
22
日
　
育
児
相
談

各
保
育
所

　

24
日　

新
入
所
児

　
　
　
　

健
康
診
断

母と子の健康
健康診査 対象者 日時（受付時間）

母子手帳交付
妊娠とわかったら、なる
べく早く母子手帳の交付
を受けましょう

１月 19 日㈮
２月   ２日㈮

９：00 ～ 10：00

ベビーとママの

リフレッシュ体操
生後２か月～１歳未満ま
でのお子さんとその家族

１月 30 日㈫
９：45 ～ 10：00

３か月児健診
29 年８月 18 日～　

　　10 月 28 日生
１月 17 日㈬

12：30 ～ 12：45

10 か 月 児・
１歳児健診

29 年４・５月生
28 年 12 月・29 年１月生

２月５日㈪
13：00 ～ 13：15

◎問い合わせ　保健センター（☎�２０９６）
※乳幼児健診の際には、『母子手帳』『バスタオル』『問診票』
を持参してください。当日体調が悪い場合や、都合の悪い
方は、保健センターにご連絡ください。

たんぽぽひろば
期日 内容 場所

１月 31 日㈬
２月 14 日㈬

鬼のお面作りと「豆まき」
楽しいペープサート

児童館
児童館

◎問い合わせ　児童館（☎�４４３２）

子
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も
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大
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わ
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わ
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何
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保
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士
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３
本
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っ
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け
て
「
一
人
で
で
き

る
」
こ
と
が
ぐ
ん
と
増
え
て
き

ま
す
。
ボ
タ
ン
や
フ
ァ
ス
ナ
ー

な
ど
細
か
い
作
業
を
や
っ
て
み

よ
う
・
苦
手
な
野
菜
も
食
べ
て

み
よ
う
・
話
は
最
後
ま
で
静
か

に
聞
き
、
我
慢
し
よ
う
な
ど

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
も
育
っ
て

き
ま
す
。

友
だ
ち
っ
て
イ
イ
ネ
！

　

話
す
こ
と
も
上
手
に
な
り
、

保
育
士
や
友
だ
ち
と
の
や
り
と

り
が
楽
し
い
時
期
。
い
つ
も
保

育
室
の
中
は
、
に
ぎ
や
か
な
子

ど
も
達
の
声
で
大
盛
り
上
が
り

で
す
。
ご
っ
こ
遊
び
を
楽
し
み

な
が
ら
、
時
に
は
ケ
ン
カ
も
す

る
け
ど
『
ど
う
し
て
嫌
な
気
持

ち
に
な
っ
た
の
か
な
？
』
な
ど

相
手
の
思
い
に
気
づ
か
せ
、
思

い
や
り
と
社
会
性
を
育
て
て
い

ま
す
。

や
っ
て
み
よ
う
っ
て

　
　
　
　

カ
ッ
コ
イ
イ
ネ
！

　

保
育
所
で
は
［
ち
え
あ
そ

び
］ 

と
［
線
を
書
く
］
の
教
材

を
「
勉
強
だ
ぁ
～
」
と
喜
ん
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ペ
ン
の

持
ち
方
や
椅
子
の
座
り
方
な
ど

に
気
を
つ
け
集
中
す
る
時
間
で

す
。
は
さ
み
で
円
や
曲
線
を
切

り
、
サ
イ
ン
ペ
ン
で
細
か
い
部

分
ま
で
描
い
て
染
め
ま
す
。
手

先
を
使
う
作
業
に
、
子
ど
も
達

の
表
情
も
真
剣
そ
の
も
の
！
そ

の
分
「
で
き
た
」
喜
び
は
人
一

倍
！
友
だ
ち
同
士
で
お
互
い
の

作
品
を
見
せ
合
っ
て
喜
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
寒
い
時
期
は
、

体
力
作
り
と
し
て
マ
ラ
ソ
ン
と

一
人
縄
と
び
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
ま
す
。
両
足
を
揃
え

て
ポ
ン
ッ
と
縄
を
飛
び
越
え
る

練
習
か
ら
始
め
、縄
の
回
し
方
・

跳
ぶ
リ
ズ
ム
な
ど
全
身
で
跳
ぶ

感
覚
を
覚
え
て
い
き
ま
す
。

「
で
き
な
い
」
と
す
ぐ
諦
め
る

の
は
簡
単
。
で
も「
で
き
な
い
」

か
ら
「
で
き
る
」
に
な
っ
た
時

の
満
面
の
笑
顔
は
本
当
に
キ
ラ

キ
ラ
輝
い
て
い
ま
す
。
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
姿
を
認
め
て
あ
げ
る

こ
と
が
、
子
ど
も
達
の
最
高
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す

ね
！ 

「
で
き
た
」
が
い
っ
ぱ
い
！　

～
４
歳
児
保
育
～
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暮らしの情報

i nformation

　

新
地
町

　

任
期
付
職
員
募
集

　

町
で
は
、
平
成
30
年
４
月
採

用
予
定
者
の
任
期
付
職
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員　
　
　
　

１
名

任
用
期
間

平
成
30
年
４
月
１
日
～

　
　
　

平
成
31
年
３
月
31
日

（
契
約
を
更
新
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

試
験
職
種　
　
　
　

農
業
土
木

受
験
資
格

民
間
企
業
（
団
体
）、
国
や
自

治
体
等
に
お
い
て
、
土
木
技
術

職
と
し
て
平
成
30
年
１
月
１
日

現
在
で
通
算
５
年
以
上
職
務
経

　

身
体
障
が
い
者
の
方
を
含
む

　

臨
時
職
員
登
録
者
募
集

　

町
で
は
、
事
務
補
助
の
臨
時

職
員
登
録
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
第
１

種
免
許
を
有
す
る
方
、
基
本
的

な
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
等
）
が
で
き
る
方

※
身
体
障
が
い
者
の
場
合

・
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
15
条

に
定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方

・
自
力
に
よ
る
通
勤
が
で
き
、

か
つ
、
介
助
者
な
し
に
職
務
遂

行
が
可
能
な
方

・
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

験
が
あ
り
、
１
級
又
は
２
級
の

土
木
施
工
管
理
技
士
を
有
す
る

方
。

※
詳
し
く
は
、
申
込
用
紙
と
あ

わ
せ
て
配
布
す
る
試
験
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
試
験
方
法

１
次
選
考　

書
類
選
考

２
次
選
考　

個
別
面
接

日
時　

１
月
下
旬

場
所　

新
地
町
役
場

※
詳
細
は
、
１
次
選
考
合
格
者

に
通
知
し
ま
す
。

受
験
申
込
手
続

①
申
込
用
紙
の
交
付
及
び
提
出

先
は
役
場
総
務
課
で
す
。

②
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す

る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
試

験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た

宛
名
明
記
の
定
形
返
信
用
封
筒

（
角
形
２
号
）
を
必
ず
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限

１
月
19
日
㈮
（
執
務
時
間
中
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
１
月
17
日

㈬
消
印
有
効

◎
問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
☎
�
２
１
１
１
）

（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
等
）
が

で
き
る
方

賃
金　

６
，
５
０
０
円
／
日

勤
務
場
所

役
場
庁
舎
ま
た
は
関
連
施
設

募
集
人
員　

若
干
名

登
録
期
間

平
成
30
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　

平
成
31
年
３
月
末
日

雇
用
期
間　

６
か
月
以
内
（
た

だ
し
、
こ
の
期
間
を
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）

登
録
・
選
考
方
法

書
類
審
査
に
よ
り
登
録
し
、
雇

用
の
際
に
勤
務
日
・
場
所
等
を

相
談
し
ま
す
。

※
各
業
務
の
必
要
に
応
じ
て
採

用
す
る
た
め
、
登
録
さ
れ
た
す

町内の空間線量率調査結果
　町では、町内 24 か所で放射線量の独

自調査を行いました。12 月 19 日の測
定結果は次のとおりです。（μ Sv/h）　　

　　

測定場所 地表面 測定値
１ 福田小学校 土 0.06
２ 福田保育所 土 0.05
３ 木崎公会堂 土 0.12
４ 新地北工業団地 砂利 0.11
５ 鈴宇峠県境 砂利 0.16
６ 沢口ふれあい広場 芝 0.08
７ 狼沢集会所 土 0.13
８ 新地小学校 土 0.05
９ 尚英中学校 土 0.05
10 新地保育所 土 0.05
11 鹿狼山登山口駐車場 砂利 0.16
12 今泉農業集落排水処理場 砂利 0.07
13 総合公園こどもの森 芝 0.10
14 新地浄化センター 芝 0.11
15 岡公会堂 舗装 0.10
16 杉目集会所 舗装 0.09
17 大戸浜緑地広場 舗装 0.09
18 新地町役場 舗装 0.08
19 菅谷公会堂 土 0.12
20 駒ケ嶺小学校 土 0.06
21 駒ケ嶺保育所 土 0.05
22 大沢北国道 113 号県境 砂利 0.09
23 藤崎公会堂 砂利 0.09
24 旧富倉公会堂 舗装 0.09

※測定は月１回、地上１ｍ
　（３保育所は 50㎝の高さ）

べ
て
の
方
が
採
用
さ
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
限　

１
月
25
日
㈭

申
込
手
続

役
場
総
務
課
で
交
付
す
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

役
場
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
郵
便
に
よ
り
申
込
用
紙
を
請

求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

「
臨
時
職
員
登
録
申
込
用
紙
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円

切
手
を
貼
っ
た
宛
名
明
記
の
定

形
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
☎
�
２
１
１
１
）
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平
成
30
年
度

　

児
童
ク
ラ
ブ

　

利
用
児
童
の
登
録

　

申
込
受
付

　

福
田
・
新
地
・
駒
ケ
嶺
の
各

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
平
成
30
年

度
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
児
童
の
新

規
・
継
続
登
録
の
申
込
を
次
の

と
お
り
受
付
ま
す
。

対
象
児
童

町
内
の
小
学
校
１
～
６
年
生

（
平
成
30
年
度
）

登
録
要
件

・
留
守
家
庭
で
保
護
者
等
が
就

労
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い

児
童
（
就
労
証
明
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
）

・
祖
父
母
が
昼
間
家
庭
に
い
る

が
、
介
護
認
定
（
１
～
５
）
お

よ
び
障
が
い
の
認
定
を
受
け
、

そ
の
配
偶
者
が
介
護
・
障
が
い

認
定
者
の
日
常
介
護
に
従
事
し

て
い
る
場
合
（
介
護
保
険
被
保

険
者
証
お
よ
び
障
害
者
手
帳
の

コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
）

※
同
じ
条
件
の
申
込
が
多
数
の

場
合
は
、
自
宅
ま
で
の
距
離
を

判
定
材
料
と
し
ま
す
。

費
用

お
や
つ
代　

月
２
，
０
０
０
円

保
険
料　
　

年
２
，
０
０
０
円

申
込
方
法　

役
場
町
民
課
、
福

田
児
童
ク
ラ
ブ
（
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
内
）、
新
地
児
童
ク
ラ

ブ
（
児
童
館
内
）、
駒
ケ
嶺
児

童
ク
ラ
ブ
（
駒
ケ
嶺
小
学
校
特

別
教
室
棟
内
）
に
あ
る
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
申
込
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

１
月
26
日
㈮

そ
の
他

審
査
で
は
、
住
民
票
登
録
上
の

世
帯
分
離
や
同
一
敷
地
内
の
別

棟
居
住
の
場
合
は
、
同
一
世
帯

と
判
定
し
ま
す
。

就
労
証
明
書
に
つ
い
て
は
同
一

世
帯
分
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

町
民
課
（
☎
�
２
１
１
６
）

　

応
急
手
当
普
及
員

　
　

講
習
受
講
者
募
集

　

応
急
手
当
普
及
員
講
習
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
急
手
当
普
及
員
講
習
と

は
、
事
業
所
や
地
域
の
方
な
ど

に
対
し
て
「
応
急
手
当
・
救
命

講
習
」を
指
導
し
て
い
た
だ
く
、

指
導
者
育
成
の
た
め
の
講
習
で

す
。

講
習
内
容　

救
急
・
応
急
手
当

の
知
識
技
術
の
習
得
、
指
導
要

領実
施
日
時　

２
月
17
日
㈯
・
18

日
㈰
・
24
日
㈯
・
25
日
㈰

９
時
～
16
時（
昼
休
憩
１
時
間
）

１
日
６
時
間
×
４
日
間

　
　
　
　
　
　
　
　

計
24
時
間

会
場　

南
相
馬
市
消
防
防
災
セ

ン
タ
ー
第
一
研
修
室
（
南
相
馬

消
防
署
内
）

受
講
料　

受
講
料
は
無
料
で

す
が
、
テ
キ
ス
ト
代
が
３
，

６
７
２
円
か
か
り
ま
す
。（
受

講
者
負
担
）

定
員　

30
名
程
度
（
先
着
順
）

応
募
資
格

①
高
校
生
以
上

②
４
日
間
す
べ
て
受
講
で
き
る

方募
集
期
限　

１
月
31
日
㈬

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

相
馬
地
方
広
域
消
防

　
　
　

相
馬
消
防
署
新
地
分
署

　
　
　
　
　
（
☎
�
２
１
１
７
）

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に

　

ご
注
意

　
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
と
は
、

急
激
な
温
度
変
化
に
よ
っ
て
血

圧
が
上
下
に
大
き
く
変
動
す
る

こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
起
こ

る
健
康
被
害
の
こ
と
で
す
。
寒

い
日
の
お
風
呂
や
ト
イ
レ
で
起

こ
り
や
す
く
、
失
神
や
心
筋
梗

塞
・
脳
梗
塞
が
発
症
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
体
全
体
が
露
出
す
る
入
浴

時
は
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
特
に

好
発
し
や
す
く
、
発
症
率
は
冬

が
夏
の
11
倍
で
す
。
入
浴
中

の
事
故
死
亡
者
数
は
全
国
で

約
１
万
５
千
人
と
推
測
さ
れ
、

そ
の
原
因
の
多
く
は
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
脱
衣
所
や
ト
イ
レ
を
暖
め
る
。

・
入
浴
は
41
度
以
下
の
ぬ
る
め

の
お
湯
に
入
り
、
長
湯
を
避
け

る
。

・
冷
え
込
む
深
夜
で
は
な
く
、

早
め
の
時
間
に
入
浴
す
る
。

家
族
の
誰
か
に
声
を
か
け
て
か

ら
入
浴
す
る
。

・
飲
食
後
の
入
浴
を
避
け
る
。

◎
問
い
合
わ
せ

相
馬
地
方
広
域
消
防
相
馬
消
防

署
新
地
分
署
（
☎
�
２
１
１
７
）

保育所新規入所児
入所説明会・健康診断

　平成 30 年４月から新たに保育所
に入所する方の説明会と、健康診断
を次のとおり実施します。

日時　１月 24 日㈬
　　　13 時～（12 時 45 分受付）

場所　新地保育所

◎問い合わせ
町民課（☎�２１１６）
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農地パトロール実施の
お知らせ

　町農業委員会では、1 月から３月
の間、農地法に基づく農地パトロー
ルを実施します。
　農地パトロールでは、農業委員が
農地に立ち入ることがありますの
で、皆様のご協力をお願いします。
◎問い合わせ
新地町農業委員会事務局

（☎�２１９５）

入
居
者
資
格

次
の
①
か
ら
③
の
全
て
の
要
件

を
満
た
す
者
で
あ
る
こ
と

※
町
外
で
被
災
さ
れ
た
方
も
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

①
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅

　

を
滅
失
し
た
者
（
全
壊
、
全

　

焼
、
全
流
出
ま
た
は
大
規
模

　

半
壊
・
半
壊
で
あ
っ
て
解
体

　

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
者
）

②
応
急
仮
設
住
宅
（
み
な
し
仮

　

設
住
宅
を
含
む
）
な
ど
に
居

　

住
し
て
お
り
、
現
に
住
宅
に

　

困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

　

か
で
あ
る
こ
と

③
暴
力
団
員
が
申
込
世
帯
に
い

　

な
い
こ
と

募
集
期
限　

２
月
５
日
㈪

申
込
方
法

町
営
住
宅
入
居
申
込
書
に
関
係

書
類
を
添
付
の
上
、
都
市
計
画

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
関
係
書
類
】

・
り
災
証
明
書

　

災
害
町
営
住
宅 

入
居
者
募
集

愛宕東 大戸浜 雁小屋 中島
募集戸数 ２戸 ３戸 ２戸 １戸 ２戸 １戸 ４戸 ２戸

構 造 鉄筋コンクリート
ＰＣ造 ３階建

軽量鉄骨造
平屋建 木造平屋建 木造平屋建

間 取 り ３ＤＫ ３ＬＤＫ ２ＤＫ ３ＬＤＫ ３ＤＫ ３ＬＤＫ ２ＬＤＫ ３ＬＤＫ

家 賃
4,500 円

～
38,600 円

6,100 円
～

38,600 円

3,900 円
～

38,600 円

5,300 円
～

38,600 円

4, ４00 円
～

38,600 円

5,300 円
～

38,600 円

5,100 円
～

38,600 円

5,800 円
～

38,600 円
駐 車 場
料 金 １台あたり１，５００円

敷 金 ３か月分の家賃に相当する金額 ( 入居時 )
連 帯
保 証 人 入居される方と同程度以上の収入を有する方　２名

そ の 他
家賃は入居者全員の収入、部屋の広さ、立地条件等から算出され、毎年収入などに応じて
改定されます。
一部のみペット

（犬等）飼育可 ペット（犬、猫、鳥類等）飼育禁止 ペット（犬等）
飼育可

・
入
居
希
望
す
る
方
全
員
の
住

　

民
票
（
住
民
票
世
帯
全
員
）

※
別
居
扶
養
親
族
の
い
る
方
は

そ
の
世
帯
も
必
要
で
す
。

・
所
得
を
証
明
す
る
書
類
（
所

　

得
証
明
書 

平
成
28
年
度
分
）

※
入
居
を
希
望
す
る
18
才
以
上

　

の
方
全
員
必
要
で
す
。

※
所
得
の
な
い
方
も
所
得
な
し

　

の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
18
才
以
上
の
学
生
は
「
学
生

　

証
明
書
の
写
し
」
が
必
要
で

　

す
。

入
居
資
格
審
査
の
上
、
入
居
が

決
定
し
た
方
に
対
し
て
、
そ
の

旨
を
通
知
し
ま
す
。

そ
の
他

・
申
し
込
み
書
類
は
返
却
し
ま

　

せ
ん
。

・
入
居
の
際
は
住
ん
で
い
た
だ

　

く
災
害
町
営
住
宅
に
住
民
票

　

を
異
動
し
て
い
た
だ
き
ま

　

す
。

◎
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
☎
�
２
１
１
３
）

　

町
で
は
、
災
害
町
営
住
宅
の

入
居
者
を
次
の
通
り
募
集
し
ま

す
。

相馬地方都市計画区域マスタープランの
変更に係る都市計画案の縦覧のお知らせ

日時　1 月 12 日㈮～ 26 日㈮　8 時 30 分～ 17 時（平日のみ）
場所　相双建設事務所企画調査課内（福島県南相馬合同庁舎）
　　　新地町都市計画課内（新地町役場２階）
意見書の提出
意見書を提出したい方は、1 月 26 日㈮までに、住所、氏名、
意見を記した意見書を上記縦覧場所の機関へ提出してくださ
い。※意見書を提出できる方は、町民に限ります。
◎問い合わせ　県都市計画課（０２４－５２１－７５０８）
　　　　　　　相双建設事務所企画調査課（☎㉖１２２８）
　　　　　　　町都市計画課（☎�２１１３）
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水道管の凍結にご注意ください

◎こんな時に凍結します
・外気温がマイナス４度以下になったとき

・夜間、あるいは外出などで長時間水道を使わ

　ないとき

・１日中外気温が氷点下の「真冬日」が続いた

　とき

◎水道管が凍結しやすいところは
・水道管や器具が露出しているところ

・北向きのところ

・風当たりの強いところ

・屋外にある水道管など

◎凍結による破損事故を防ぐために
・屋外の露出したままの水道管や蛇口は防寒し

　てください。

・長期不在となるときは、給湯器等の水抜きを

　行ってください。

◎凍結して水が出なくなったときは
・蛇口や水道管に熱湯を一度にかけないでくだ

　さい。破裂することがあります。

・気温の上昇により自然に解凍するのを待つか、

　タオルなどをかぶせ、その上からぬるま湯を

　徐々にかけ、時間をかけてゆっくり解凍して

　ください。

◎それでも水が出ないときは
・お近くの指定給水装置工事事業者へ修理をお

　申し込みください。

◎修理の費用は
・凍結修理の費用は、みなさんの負担となります。

　修理費用は使用材料などにより異なりますの

　で、依頼する事業者にお尋ねください。

◎問い合わせ
相馬地方広域水道企業団（☎㉟６７３６）

 人口　/　8,276 人　　　（ － １ ）
 　男　/　4,174 人　　　（ ＋ ４ ）
 　女　/　4,099 人　　　（ － ５ ）
世帯数 /　2,833 世帯　    （ － ６ ）
12 月１日現在（　）は前月比

人の動き
現住人口

町県民税　　　　　　　　第４期
国民健康保険税　　　　　第７期
介護保険料　　　　　　　第６期
後期高齢者医療保険料　　第６期

１月 31 日㈬までに納付、または引落口
座残高の確認をお願いします。
◎問い合わせ　健康福祉課（☎�２９３１）
　　　　　　　税務課（☎�２１１９）

今月の

納付

誕生おめでとう
（平成 29 年 11 月 21 日～平成 29 年 12 月 20 日届出）

（子ども）　　　　 （親）　 　     　   （地　区）

泰
た い せ い

正　　横田　篤・雅子　　　明　地

奏
か な と

斗　　篠原　太・奈穂子　　渋　民

未
み ゆ

唯　　菅野明彦・春美　　　菅　谷

隼
し ゅ ん や

也　　寺島達人・友希子　　城　内

結
ゆ の ん

音　　鈴木尊行・愛夕　　　城　内

掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。

ご冥福をお祈りします
（平成29年11月21日～平成29年12月20日届出）

　　（名前）　　　　（年齢）　　（地区）
鈴木　　忠光　　　88 歳　　新地町
松谷　　昭壽　　　73 歳　　　岡　
佐 　　ヒサ　　　97 歳　　富　倉
伊藤　　　一　　　91 歳　　杉　目
佐藤　　貞一　　　89 歳　　今　泉
加藤　　　正　　　77 歳　　大戸浜

野　　善治　　　96 歳　　菅　谷
和田山　雪子　　　94 歳　　小　川
横尾　　艶子　　　85 歳　　中　島
目黒　　里子　　　80 歳　　木　崎
黒 　マツ子　　　87 歳　　小　川
加藤　　忠良　　　73 歳　　大戸浜
百井　　宗夫　　　83 歳　　　岡　
小泉　　睦男　　　70 歳　　杉　目

掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。



しんちまち生涯学習
フェスティバル

２０１８
１/27 �  ９時～ 16 時・１/28 ㊐  ９時～ 15 時

　生涯学習フェスティバルは、町で実施している各種教室のほか、公民館・
勤労青少年ホームを利用しているクラブ・団体、地域で活動している自主
サークルなど、多くの団体が参加するイベントです。
　みなさんが参加できる体験コーナーや手作り作品の販売もありますので、
お誘い合わせのうえ、ぜひご来場ください。

農村環境改善センター・保健センター・図書館

主　催　新地町生涯学習推進本部

　　　　（事務局　新地公民館　☎�２０８５）

【スケジュール】
１月 27 日㈯
　・学習発表

　　かんちゃん＆どしんミニライブ（特別出演）

　・各種教室・サークル等の作品展示（～ 28 日）

　・各種教室・生涯学習講座写真展（～ 28 日）

　・手作り作品販売（～ 28 日）

１月 28 日㈰
　・体験コーナー

　・復興支援カフェ「かりんとう」

　・各種教室・クラブ等の作品・写真展示

　・手作りケーキ、豆乳スープ配布

　・各種教室・サークル等の作品展示（～ 28 日）　・各種教室・サークル等の作品展示（～ 28 日）
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